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研究の概要

研究目的：日本で増加するCLD児の全人的で健やかな発達を目指した言
語教育のあり方を考えるに際し、家庭で育んできた母語を無視または軽
視して日本語を教える「減算型バイリンガル」の姿勢でなく親から継承
している母語を大切に保持発達させながら「何もなくさない日本語教育」
がどのようにすれば可能なのか考えるための基礎資料を提供すること。!

調査の概要：大阪府下の公立小学校に通う中国にルーツを持つ児童を対
象に、横断的かつ縦断的な二言語会話力・読書力調査を実施し、言語能
力とともにアイデンティティの発達にも着目している。これまでの対象
児童は88名。うち44名には二言語能力評価、うち19名には複数回評価。!

本日の発表：児童Kの２言語の伸びとアイデンティティーを報告

• H24-28年度科研費基盤研究（B）課題番号24320094「外国人児童生徒
の複数言語能力の縦断的研究-何もなくさない日本語教育を目指して-」
代表：真嶋潤子

２言語発達の成功事例： 
日本生まれで自然習得でバイリテラルになった事例
• ４年間の縦断的調査よりバランスバイリンガル（バイリテラ
ル）が育ってきている事例報告 

• 場所：大阪府下の公立小学校　 中国帰国者の集住地区　　　　
学校全体の２割が中国ルーツ、うち９割が日本生まれ・幼少
期来日 

• 時期：2009～2013年　［2009年（１年生）、2011年（３
年生）、2013年（５年生）］ 

• 対象：中国人女児１名　（K児と呼ぶ）

行った（ウリガ・櫻井 2012）。OBC/B-DRA はテスターとの一対一の対話を通して子
どもの自尊感情や達成感を促しつつ、会話力から読書力までを多角的且つ包括的に評

価できる教育的効果の高いツールviiであり、個々のタスクや質問の細部を柔軟に変更

することによって、様々なレベルの子どもの会話力と読書力を測定することができる。 
そのため、本調査では対象者が小学 1年生か
ら 6年生と、発達段階途上の多年齢の児童で
あるにもかかわらず、インタビューの枠組み

上は、どの児童に対しても常に同じ流れで対

話を進められ、さらに同じ児童に数年後にも

同様のインタビューをするといった縦断的調

査が可能となった。また、後述する通り、日

本語、中国語に共通の評価項目を用いて評価

することにより、二言語能力の比較が可能と

なる。 
 本調査では、原則的には図 3-1 に示した手
順で対話を進めた。2）生活基本語彙テストで
は 55 問の絵カードを、1）b．基礎タスクは
一日の流れを問う「日課」カードを使用した。 
1）c．の認知タスクは、「物語」、「公害」、 
「地震」、「消化」カードの中から子どもの年齢やレベルを考慮してタスクを与えた。 
3）物語聴解再生タスクでは、小学生用副読本を集めた「てのひら文庫」（文溪堂）よ
り、坪田譲治著『きつねとぶどう』（1年生用）を読み聞かせ、内容の理解を問う。中
国語は中国の小学校一年生用教科書所収の『雪だるま』（人民教育出版社『九年義務教

育六年制小学語文』第一冊第 19 課）を使用した。4）a．読書力評価では、レベル別
にあらかじめ選定されたテキストの中から児童のレベルに応じたテキストを１冊選び、

内容の推測→読み聞かせ（一部）→児童による音読（音読）→最後まで読み切る（音

読または黙読）→粗筋口頭再生→内容に関する質疑応答を行う。最後に、4）b．読書
習慣に関する質問・やりとりを行い、読書に対する動機づけを行って終了するという

流れである。この流れを軸とし、例えばまだ文字を習得できていない児童に対しては、

読書力評価の前の物語聴解再生タスクで終了した。逆に、文字をしっかり習得し、流

暢に読めるようになっている児童に対しては物語聴解再生タスクを省略して読書力評

価に進んだ。一回の対話には大凡 30分の時間を要した。 
 
3—3. 分析方法 

 評価は、対話を録音した音声データとその文字化資料をもとに、日本語・中国語と

 
会話力（基本的な語彙力含む） 
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1) a.導入会話  

2) 生活基本  
 語彙テスト 

1) b.基礎タスク  

1) c.認知タスク  

3) 物語聴解再生タスク  
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4) b読書習慣に関する質問  

図 3-1 言語能力評価の流れ 

 

終了 

＜調査方法＞ 
2言語での１対１ 

対話型発話・読書力アセス
メント 

OBC(CAJLE 2000） 
+ 

B-DRA-J(中島・櫻井 2012） 
/B-DRA-C(ウリガ・櫻井 2012） 

!

縦断研究： 
１、３、５年次に調査　 
（’10.2./’11.6./’13.5.)



K児について
• 日本生まれで中国籍（中国帰国者の縁者） 

• 両親は中国人で日本語は苦手 

• 家庭での会話は中国語 

• 家庭には本があまりない 

• 小１の時　「ダブル・リミテッド」状態が心配された 

• 日本語も中国語も不十分で中国語は読めなかった 

• 担任「何を言っているのかわかりにくい」
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K児の語彙テスト結果の2言語比較
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K児の中国語の伸び
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K児の日本語の伸び

K児の学び方

家庭での中国語による会話の基盤!

インターネット上の中国語のテレビドラマや漫画を毎晩のように視聴!

字幕から文字を習得!

中国語のドラマの台詞を聞いて文字を覚えることを繰り返した!

自らテレビ番組を選び、５年生になってからは、意識的に学習（熟語等）!

自律学習による自然習得!

１年生から５年生の間で、多くのCLD児が失っていく母語の読書力を獲得



K児の2言語習得から学べること
• 母語ができるようになることは、日本語学習を阻害しない。（日中それぞれのモノリンガル話
者児童と比較すると語彙力、文法の正確さにおいて劣っているかもしれない。しかし行間を読
み取ったり多角的に物事を考える思考力は二言語ともに年齢相応かそれ以上に発達している。 

• 音から入る（音声言語から文字言語へ）こと（好きなテレビドラマを字幕付きで毎日見たこ
と）　→　「活字へのアクセス」（カミンズ・中島　2011） 

• 相当なインプットの量と質。言語使用の社会的文脈（言語使用の適切性）も学んでいること。 

• 大人が長い目で見る（「早く」「正しく」言わせようとしない）→　マイペースの自律学習 

• 子どもに必要なこと：心理的な安定と自信　→　自己を尊重し認める（自尊感情）→　やる気
が出る　→　日本語学習に前向きに取り組める　　＜時間がかかることを大人が受容する＞ 

• 励ますこと ：母語ができることは「素晴らしいことだ」というメッセージを送り続けること　
＜精神的なサポート＞ 

• 「何もなくさない日本語教育」へ

今後の課題
• 学校やクラスが「自信をなくすところ」「劣等感を植え付けられるところ」
「母語をあきらめさせられるところ」にならないように。 

• （数年後に２言語話者に成長できるよう）努力している児童生徒への励まし。
（母語の尊重。バイリンガルの肯定） 

• 活字（本でもパソコンでも良い）へのアクセスを増やすこと　→　2言語リ
テラシーが身につけば強い 

• 保護者（やその母語話者）の協力を得て、母語の読み聞かせや多読を支援。
読んだ本について話す＋再話を重視。（保護者は自信のある言語を使用）　 

• 日本語だけを見て「ことばの遅れ」「学力の低迷」と問題視するだけでなく、
2言語の発達（習得）度のアセスメントを行う →テスターの研修 
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